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平成１７年度土木計画学研究委員会幹事会

（仮称）休日・観光交通研究小委員会設置準備会活動報告

準備会主査：山梨大学西井和夫

（１）準備会設置の経緯

昨年の山口大学での計画学発表会のときに開催された土木計画学研究委員会において，（仮称）休日・観光交通研究小委員会設置に向けた準備会について，本研究小委員会の設置主旨，主たる研究課題，準備会構成そして準備会の今後の活動方針の提案があり，これらが承認された．

＜主たる研究課題＞
　■休日・観光交通における計画課題の抽出と整理・体系化

　■休日・観光交通における計画手法（調査・現象分析・需要予測・評価）の提案

　■計画課題に対応した提案手法の有効性に関する実証研究

　■研究成果の公表：休日・観光交通調査分析手法の体系的整理

　＜準備会の構成＞

主査：西井和夫（山梨大学大学院教授）

　　　委員：田村　亨　(室蘭工業大学工学部教授)，溝上章志　（熊本大学工学研究科教授）　

　　　　　　藤原章正（広島大国際協力研究教授），寺部慎太郎（高知工科大工学部助教授）

　　　　　　張　峻屹（広島大国際協力科助教授），室町泰徳（東工大学総合理工研究科助教授）　

　　　　　　佐々木邦明（山梨大学大学院助教授），兵藤哲朗（東京海洋大工学部助教授）

　　　　　　高橋　清（北見工業大工学部助教授），岡本直久（筑波大学工学研究科助教授）

　　　　　　森川高行（名古屋大環境研究科教授），中村英樹（名古屋大工学研究科助教授）

　　　　　　谷口　守（岡山大学環境理工学部教授），古屋秀樹（東洋大学国際地域学部助教授）

　　　　　　毛利雄一（IBS）,河辺隆英（パシコン），酒井　弘（まち創生研究所）

＜今後の準備会の活動方針＞

①準備会の活動の基本的枠組みに関する確認と検討吟味を行う

②研究小委員会活動の活動財源確保のために，科研申請等外部資金の獲得を目指す．

③メンバー各位の創意工夫により，実りの多い研究推進策を検討する．

（２）準備会活動報告

本研究小委員会は，これまでの観光地交通研究に関する諸研究グループの活動経緯を踏まえての設置であるとともに，既設の交通需要予測技術検討小委員会（太田（東洋大学）委員長）で検討が始まった休日・観光交通にかかわる交通需要予測手法の検討が直接的な契機になっており，その意味で，準備会のコア−メンバーによってこれまでも継続的な研究課題の取組みを自主的な研究会を中心に行ってきた．昨年度は，研究会の開催と準備会設置のための打ち合わせ会を行うとともに，準備会の活動方針に沿って，とくに研究小委員会の活動財源確保に向けた科研申請（基盤研究（B）：研究代表者山梨大学西井和夫）を行った．

この科研申請は採択されなかったため，現在は，他の外部資金獲得の為の申請および国交省との調整等を行っている．現時点では，７月ごろまでにはこの財源確保の見通し（少なくとも初年度および次年度の分）が立つものと考えている．

したがって，準備会としては，速やかに研究小委員会活動へ切り替えができるように，公募委員などの募集手続きを併行して進め，今秋には本研究小委員会をスタートさせたい意向をもっている．

（この最後の部分の準備会の意向について，幹事会の承認をいただければと考えています）

